
01  /  SCORE MAP

採点の全体像
４競技の得点を足して、チームの総合得点を決めます。
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実技得点

A 風速競技 + B ペットボトル落とし

演舞・熱ッスル得点

C おもてなし演舞 + D 熱ッスル

総合得点  =  ( A + B )  +  ( C + D )

競技ごとの上限と得点

A 風速競技
３回の各最高風速を合計

１チーム最大１名

B ペットボトル落とし
落とした本数 × ３点（最大30点）

１チーム最大１名

C おもてなし演舞
審査員４人 × 各最大５点

最大３名 / ４分

D 熱ッスル
４人の審査員が持点５点を対戦２チームに配分

１名 / ４分



02  /  A / WIND SPEED

A 風速競技
公式ブルーバスタオルで３回あおぎ、各回の最高値を合計します。
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例
１回目

2.6
２回目

3.3
３回目

2.2+ + = 8.1点

横から見た位置関係（模式図）

熱波師 記録員
足元の線

床

風速計
マイクスタンド

１m

床から羽根中心まで１m

審査員① 審査員②

測定と進行

１チーム最大１名。審査員２名・記録１名で測定します。

風速計の羽根中心は床から１m。熱波師の足元の線から風速計まで前後１mです。開始
前に位置を確認し、線は踏みません。

審査員が風速計の数値０を確認して白旗を上げたら、あおぎ始めます。

１回ごとの最高値を声に出して確認・記録し、３回分を合計します。

風速計に触れる、または足が１mラインを越えた時点で失格。その回の値は無効ですが
、それ以前の得点は残ります。

配置図は寸法を理解するための模式図です。実際の機材配置は審査員の指示を優先してください。



03  /  B / BOTTLE DROP

B ペットボトル落とし
落とした本数 × ３点。10本すべて落とすと最大30点です。
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例  ２本落としたら  ２ × ３ = ６点

あおげる方向とボトル配置（ボトルは上から見た図）

正面 横

横タオルはテーブル・ボトルに触れないこと
正面・横からOK／後ろからは不可
テーブル：幅700mm × 奥行440mm × 高さ約670mm

赤線＝接触判定用の絵の具（ボトルのふた・上部側面とテーブルの縁）赤線＝接触判定用の絵の具（ボトルのふた・上部側面とテーブルの縁）

使用ボトル

2リットルのペットボトルを使用2リットルのペットボトルを使用

水位：底から10cm

用具・判定

１チーム最大１名。審査員２名（テーブル両側）・記録１名で判定します。

主催者が用意する公式ブルーバスタオルで、正面または横から２回あおぎます。後ろか
らは不可。１回ごとにボトルを戻さず、続けて数えます。

２Lペットボトル10本に底から約10cmの水を入れ、ボウリング状に配置します。テーブ
ルは幅700 × 奥行440 × 高さ約670mm。

審査員の白旗を確認してから開始。タオルがボトルやテーブルに触れたら赤旗で知らせ
ます。また、１回ごとにタオルに絵の具がついていないか確認します。

接触した回に落ちたボトルは数えません。接触前に落とした本数は得点に残ります。

接触確認のため、ボトルのふた・上部側面・テーブル縁に絵具を付けます。



04  /  C / HOSPITALITY

C おもてなし演舞
最大３名・４分。４人の審査員が各最大５点で採点します。
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例
左サウナ 右サウナ

審査員① 審査員② 審査員③ 審査員④

２点 ２点 ３点 ３点+ + + = 10点

実演・審査の条件

左右のサウナで、同じ参加者が同じ演舞内容を実演します。
審査員は各サウナに２名ずつ配置します。

採点基準（各審査員５点満点）

1 温浴施設での熱波に向いている内容か

2 風がきちんとお客さまへ送られているか

3 目の前のお客さまを楽しませようとする努力があるか

4 お客さまに移動を促したり、ぶつかったりせず安全に進行しているか

5 サウナ内のお客さまの表情・健康状態を確認しているか

実演ルール

終了１分前と30秒前に、タイムキーパーがドアを開け、パネルとCALLで知らせます。
石・アロマは使用不可。香りは採点対象外です。音楽は著作権フリーのみで、電源を要する機材は使えません
。
衣装は、施設チームなら自店以外、個人参加なら温浴施設またはアパレルブランドの表示があるものを禁止し
ます。無地・表記のないものは使用できます。
演舞は実店舗で実施済み、または大会後１か月以内に実施する内容とし、可能な範囲で動画公開またはJSNA
への連絡が必要です。期限内に公開されない場合は順位取り消し・失格となります。（優勝チームのみ）
サウナ内に持ち込むものは予めJSNAに申告確認すること。申告なき物品は持ち込めません。

一部の事項は、参戦時の誓約書でご確認いただきます。



05  /  D / HEAT BATTLE

D 熱ッスル
１名・４分。審査員４人が各持点５点を対戦チームに配分します。
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双方合わせて警告３回 → 対戦終了・双方０点

向き合い、公式タオルで風を送り合う

対戦する熱波師の方向を向く

進行・評価・警告

左右のサウナで同じ人が参加。各サウナに審査員２人、レフリーは１人。終了１分前と30
秒前に、タイムキーパーがドアを開け、パネルとCALLで知らせます。

蒸気・アロマ・音楽・機材は使用不可。主催者の公式バスタオルのみを使います。

客席側・サウナヒーター側を向かず、相手の熱波師に向き合い、全力でタオルを振りなが
ら、お客さまが楽しめるトークを行います。誹謗中傷・無言・お客さまへのあおりは禁止
です。

【警告となる内容】タオル同士の接触、相手以外を向くこと、客観的に会話がつまらない
と判断されること、暴言、振り続けられないこと。

双方合計３警告で対戦終了し、双方の審査員得点は０点。

審査員は以上を踏まえ、お客さま目線で楽しめたかを「満足度」として採点します。

※警告の判断・試合の終了は現場レフリーの指示に従ってください。


